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ステーショナリー サンバ ウォークと女性のスリー ステップ ターンの3歩。

LODに ¬いたまま男性在

後で右回転し 男性と■き合います

左足からのソロ スホット ボルタの3歩  (la2).1=男性は左 女性は右へのボルタ スボット ターンとFOlじ )

男性右足から 女 141ま 左足からのサンバ ロックの 3歩 IQQS,

■◆LODに向いて4小 節日と同じ要領で踊り 3歩 目の最後で 【左右】のまま男女向き合います。

クリス クロス ボルタの3歩  1lo2)(=右 へのトラベリング ボルタ

クリス クロス ホタフォゴの3歩  11821 1=シ ャドー ボタフォゴ)

9 125-27 クリス クロス ボタフォJの 3歩  12a2, |=シ ャドー ボタフォコ

■今8小節日と反対方向へのクリス クロス ボタフォゴを踊り、8小節目最初の形に戻ります (2a21.

日3冒
与奪3R単蝙篤 ]【塁 ホ調 になります

37-39

ホジションIC● P,に なります

|ヽ 右足から男 1・lの逆を踊ります

15 43-45

16 46-48
フン CPPに 12,.右 足をCBMPに アクロスして前進 (3)。

フロムナードアンドカウンター フロムナードランの7～ 9歩  1123)
■く,15小 節目と男女が連の動きをしてオーフンPPで終わります t

|・ パート・ウェイト:ス テップしたとき、体重を両足の中間にかける「中間バランスJの こと。
|・ リード・アーム :女性をリードする男性の腕のこと。この場合は左腕。
|・ オープン・プロムナード・ポジション :PPか ら 【左右】を離した形のこと。プロムナード・ランの3歩 日、6歩 目はこ
|                    の状態でさらに1歩前進した形。
|・ ミニマル ウェイト:ス テップしたとき、体重をわずかに (半分未満)かけること。ミニマルはミニマムの同義語。
1・ オープン CPP:オ ープン カウンター・プロムナード・ポジションの略。【左右】を軸に開いた、ルンバのニュー
|           ヨーク前半の形と、男子の左手が女子の背中へ回した形の2種類がある。
|・ アクロス :横切ること。
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:タンス|ホ |■,ンド11普通に纏んだ彩 凛|1雙奮■0■女性

～ 前号の最終フィ月一、サンバ サイド シャッセで男性LODに 面 し

1男性左足からのクローズド ロックス ISQQ).

|■右手で女性の背中にフレッシャーを与えながら 左足 tS)右足 (Q)と前進し、後ろの左足に体重を戻します (Q)。

1立圧理型■生上を受け、右足後退 IS,の 後 左足トウを外狽Jに 向けて後退 10右 足に体重を戻します (Q)。

男性右足からのクローズド ロックスの 3歩 (SQ0
■左 手で少 tンフレッシャーを与えながら 右足 (S)左足 個 )と前進し 後ろの右足に体重を戻します (Q)。

◆1小節目と同じ要領で、左足―右足―左足と踊ります。

【ダンス ホールド】のまま、男||はLODに 雨し、女性は男性に向かい少し右サイドが開き気味になっています。

プロフィール

神元誠・久子′′東京 吉祥寺にあるダン

ススペース吉祥寺の玉城盛辰 富美子先

生 (元全日本モタンA級//ラテンフアイ

ナリス ト)に 師事。現在、埼玉県内でダ

ンスサークルの指導を行つている。

磯メールアドレス

m kammoto@mv b g obe nelp

卜
隧

社変|ダン
ー
スⅧ・∞続誠・久子

【ラテン編・サンバ 第2回】

¬

ニータルで上選|する.

大森一樹・ 教子先生
」BDF スタンダードC級/
ラテンD級。プロ5年 目。お好き
な種目は?の質問に一樹先生は

「フォックストロット」、教子先
生は「全部 |」 ―驚き |

■男性は少 し左回転じむがら、左足―右足―左足とステーショナリー サンバ ウォークを踊ります。タイミングが (lo2)と なることに

注意 .1歩 日で左手を上げ 女11を右から左へ移動させながら女性に3螢 い左回転を与えます。

◆男性の前を横切りながら 右足―左足―右足とスリー ステップ ターンを踊ります (123).1歩日右足はスバイラル ターン 2歩 目

左足は前進 3歩目右足はもう一度スバイラル ターンをします。最終歩に体重をかけ、左足に乗らないことが大切です。

【左右】でサイドノヽイ サイドホジションにFdり、LODに 面して終わります。

今
月
は
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
の
、
勝
田
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。
大
森

一
樹

・
教
子
先
生

の
二
人
に
サ
ン
バ
の
続
き
を
作

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
水
分
補
給
し
な
が
ら
、
サ
ン
バ
の
す
て
き
な
ア
マ

ル
ガ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
補
給
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
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神
　
　
一冗
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
１

お
二
人
で
　
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一
樹
先
生
　
さ

っ
そ
く
、
ア
マ
ル
ガ
メ
ー
シ
∃
ン
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
も
１６
小
節
あ

り
ま
す
。

神
　
　
一冗
　
べ
―
シ
ツ
ク
中
心
に
作

っ
て
い
た
だ
き
、

感
謝
で
す
―

一
樹
先
生
　
全
体
を
通
し
て
リ
ズ
ム
の
変
化
を
楽
し

む
よ
う
な
流
れ
に
し
て
い
ま
す
。
リ
ズ

ム
に
よ

っ
て
バ
ウ
ン
ス
　
ア
ク
シ
ョ
ン

が
あ

っ
た
り
な
か
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ

を
、
ク
リ
ア
に
表
現
で
き
る
と
面
白
い

と
思
い
ま
す
。

ク
を
覚
え
る
の
も
大
事
、
で
も
そ
の
前

に

『楽
し
い
か
ら
踊
る
』
の
原
点
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

神
　
　
一九
　
同
感
で
す
。
競
技
会
に
無
縁
の
活
動
を

し
て
い
る
私
た
ち
の
よ
う
な
者
に
は
、

殊
更
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
も
、
楽
し
く
踊
り
た
い
か
ら
も

っ

と
上
手
に
な
り
た
い
、
上
手
に
な

っ
て

神

一冗
　
ス
テ
ツ
フ
の
説
明
も
細
か
く
書
き
出
し

て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
ｃ
こ
の
ス
テ
ツ
．フ
の
書
き
出
し
が
、

意
外
と
大
変
で
時
間
を
取
ら
れ
る
の
で

す
が
、
面
倒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
？

一
樹
先
生
　

こヽ
え
。
オ
ー

ナ
ー
の
関
根

雪
保
　
恵
美

子
先
生
か
ら

『
テ
キ

ス
ト

を
し

っ
か
り

勉
強
す
る
よ

う
に
』
と
の

教
育
を
受
け

て
き
ま
し
た

の
で
、
さ
ほ
ど
大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

神
　
　
一九
　
素
晴
ら
し
い
―

今
回
は
、
踊
り
の
注
意
点
も
ス
テ
ツ

プ
の
説
明
に
入
れ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る

の
で
、
と
で
も
重
宝
で
す
。

さ
て
、
二
人
が
気
を
つ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
お
話
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

一
樹
先
生

　

「
ハ
ツ
ピ
ー
な
踊
り
を
し
よ
う
―
」
と

い
う
の
が
、
私
た
ち
の
姿
勢
で
す
。
ア

マ
チ
ュ
ア
時
代
に
ブ
ラ
ッ
ク
　
ブ
ー
ル

ヘ
行
く
機
会
が
あ
り
、
タ
ワ
ー
の
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル

（映
画
シ
ャ
ル
　
ウ
ィ
　
ダ

ン
ス
で
も
出
た
）
で
踊
る
人
た
ち
を
眺

め
て
い
る
と
、
親
子
３
世
代
が
仲
良
く

踊
る
姿
が
日
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
で

す
。
と
て
も
粋
で
し
た
。

教
子
先
生
　
並腕
技
会
に
勝
つ
の
も
大
事
、
テ
ク
ニ
ツ

■ ED足 ~左足―右足と踊ります。1歩目がハートウェイト*になる所に注意。3歩目の最後で左回転し、女11と 向き合います。

◆男性のリードを感じて スハイラル ターンから継続して回転をします。男性同様 1歩目がハートウェイトになります。3歩目の最

■左足からその場で3歩使 [)て 1回転します。1歩 目はl■ の回転とともに、ホールドを通じて女性に回転のリードを与えます。途中

【左右】を難Lノます.極力 場所の移動をしないこと.3歩目で中央に面し、女性と向き合い【左右】になります。

()男性のリードを受けて右回転にはいりますが 後方への移動にならないように ボディを9き上げる感じで回転します.3歩日で

男性と正対[ン 【左右】になります.

1男 |1右足、女性左足からのサンパ ロックを男女で踊っても良い。その場合のカウントは〈QQS)です)

■LODに た ,こ左足―右足―左足と踊ります.6小 節目の最終歩の後半からバウンス アクションを始め リズムが変わることをリー

ドLノます.【 左右】は徐々に顔の高さに持ってきます。

LヽODに
'台

Dて右足―左F― 右Pと踊ります.6小節 日の最終歩で男 1■ のリードに合わせて体を男性に向けます。男女とも サンバ

ロックが少しずつ前進 tン でいくイメージがあるのに対して、ボルタは進行方向へ後退 していくイメージを強くすると、踊りやす

くなります .

■リード アーム*を高く上げ、女11を 自分の前を通るようにリードし村がら 右足を斜め前方へ。右足で体重をとらえた後、左足を

横へ.ヒッフ アクション|ますはやく行い 右足へl■彙を戻します (lo2).

ボディ アクションは男性と同じ.リ ード アームをできるだけ顔の前に保ち 手の下をくく
｀
るような感じにならないこと(la2)。

クリス クロス ホルタの3Ⅲ  llo21 1=左 へのトラベリング ボルタ)

■ ,男女 ホジションを入れ替えながら 男性は右足―左足―右足 女性は左足―右足―左足と踊ります。3歩 目で男4■ は女4生と向き合

い 壁に面しています.

フロムナードアンドカウンター フロムナードランの 1～ 3歩  1123)

■ 1歩目右足を壁に向け 女性r■l正面に前進.2歩 日でPPに なりながらLODに 前進.3歩 日でオーフン フロムナードボジション*

になりCBMPに アクロスして前進します。PPに なりながら右手を女性の背中に回し 【左右】のホールドを離します。

● 1サ ロ左足を壁の方に後退.2歩 目でPPに なりながらLODに 前進。3歩日でオーフン フロムナードホジションになりCBMPに

■PPか ら左足前世 111=バ ウンス アクションを用いて右に318回転 しながら右足を後方ヘステッフし (a)ミニマル ウェイト*を

かけ 前方の左足にl■ 重を戻します (2,.2～ 3歩 PFuで逆LODに 面しながら、左手を女性の背中に当て、カウンター フロムナード

回転Lンながら行うサンバ ウォークの3歩  12o2)

■● 13小 節目とコの動きを行い、再びフロムナードホジション|こなります。

フロムナード アンド カウンター フロムナード ランの4～ 6歩 1123)1=フ ロムナード ラン )

■女性の前を横 切るように体を在回転 [ン ながら 左足を後ろ少し横へ。左手を女 11の背中に回します (1)。 さらに回転を継続し

なから、右足を横にステッフ tノてオ~フ ンCPP*に なり(2'次に左足をCBMPに アクロス*し て前進 (3)。

●男性の足の間に亡足前進 111.少 し体を右回転しながら横にステッフ Lノて、回り込んでくる男 1生 の左腕の上に右腕を回し オー

スリー・ステップ・ターン
女性が男性の右から左へ移動

クローズ ド・ロックス

3歩目 (左)と 6歩目 (右 )
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今月のゲス ト
★
ク
ロ
ー
ズ
ド

・
ロ
ツ
ク
ス

（２
小
節
）
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ス
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・
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テ
ツ
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・
タ
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ッ
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・
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ボ
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ロ
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ル
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・
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ロ
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・
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フ
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（２
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～

ク
リ
ス
・
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ロ
ス

・
ボ
ル

タ

（１
）

～

サ
ン
バ

・
ウ
イ
ス
ク

（１
）

～

プ

ロ
ム
ナ
ー
ド

・
ラ
ン
ズ
の
１
～
３

（１
）

～

回
転

し
な
が
ら
の
サ
ン
バ

・
ウ
オ
ー
ク

（２
）

～

プ
ロ

ム
ナ
ー
ド

・
ラ
ン
ズ
の
４
～
９

（２
）

大森先生 (両端)と 関根先生 (中央 )
サンバ・ロックの形

藝
二

|ボ撃ヽ ||:慾ぶ ::驚 :

零

スポッ卜・ボルタの形



サ■クルで上達する社交ダンス|

※全国の有名書店で取り扱っています。書店、ダンスショップ等にない場合は、通信販売をご利用ください。またはホームベージで。

http:〃www byakuya― shobo.coJp 直接お申し込みの方は「ダンスファン営業部J容03-5292-7751 FAX03‐ 5292-7741ま で。

相
手
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
―

そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ア
マ
ル
ガ
メ
ー
シ
∃
ン
で
、

特
に
気
を
つ
け
た
い
フ
ィ
ガ
ー
を
挙
げ

る
と
す
る
と
の

一
樹
先
生
　
ス
リ
ー
　
ス
テ
ッ
．フ
　
タ
ー
ン
で
し
ょ

う
か
．
男
性
が
大
き
く
動
き
す
ぎ
る
と

女
性
が
大
変
で
す
か
ら
、
極
め
て
歩
幅

を
小
さ
く
踊
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
音

楽
的
に
は
男
性
の
方
が
余
裕
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
ボ
デ

ィ
と
＊
り
―
ド
　
ア
ー

ム
を
使
い
、
女
性
の
動
き
を
大
切
に
し

ま
す
。

神
　
　
一九
　
わ
か
り
ま
し
た
―
　
さ
て
、
サ
ン
バ
で

気
を
つ
け
た
い
こ
と
と
な
る
と
、
な
ん

で
し
ょ
う
？

一
樹
先
生
　
リ
ズ
ム
の
種
類
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ

れ
と
共
に
踊
り
方
が
変
わ
る
点
で
す
。

バ
ウ
ン
ス
　
ア
ク
シ
∃
ン
は
小
節
の
始

ま
り
で
は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
前
の
小
節

の
最
後
の
ア
ン
ド
　
カ
ウ
ン
ト
で
ボ

デ
ィ
を
引
き
上
げ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ボ
デ
ィ
を
上
げ
た
つ
も
り
で
も
、

実
際
に
は
肩
だ
け
上
が

っ
て
い
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ボ
デ
ィ
と

一

緒
に
ヒ
ー
ル
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。
気
持

ち
に
余
裕
の
あ
る
人
は
、
レ
ツ
グ

（脚

部
）
の
ば
ね
を
使
い
、
２
／
４
拍
子
の

「
ワ
ン
　
ツ
ー
」
を

「
ワ
ン
　
ア

ツ
ー
　
ア
」
と
感
じ
て
踊
る
よ
う
に
す

る
と
い
い
で
す
ね

（音
の
長
さ
に
つ
い

て
は
前
号
参
照
）
。

教
子
先
生

神
　
　
一九

教
子
先
生

神
　
　
一九

教
子
先
生

教
子
先
生

|

一
樹
先
生

お
二
人
で

は
、
人
間
の
免
疫
系
を
は
じ
め
と
す
る
人
体

機
能
増
加
の
こ
と
で
す
。
「正
気
不
足
」
に

は
、
単

一
の

「気
虚
」
「血
虚
」
扉
忙
礁
不
足
」

の
病
理
現
象
以
外
に
、
１
者
の
組
合
せ
に
よ

る
病
理
現
象
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
臨

床
で
は
、
人
間
の
免
疫
系
を
は
じ
め
と
す
る

人
体
機
能
低
ド

（正
気
不
足
）
の
忠
者
が

「気
虚
」
と
診
断
さ
れ
る
も
の
が
最
も
多
く
、

こ
の
場
合
、
通
常

「補
気
」
療
法
と
な
り
ま

す
ｃ

■
中
医
薬
免
疫
療
法
に
よ
る
ガ
ン
Ｆ
防

中
国
医
学
の

「扶
正
」
理
論
に
基
づ
い
て

用
い
る
免
疫
療
法
は
、
免
疫
ｌｌｌ
当
細
胞
、
サ

イ
ト
カ
イ
ン
、
抗
体
な
ど
の
活
性
化
を
促
す

こ
と
が
、
多
く
の
研
究
や
臨
床
実
験
で
証

明

・
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ
そ
の
中
で
も
特

に

「補
気
」
療
法
が
最
も
よ
く
行
わ
れ
、
実

績
を
Ｌ
げ
て
い
ま
す
。
人
参
を
代
表
と
す
る

補
気
業
を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者

の
体
内
で
の
ぼ
ン
、
ど
の
の
増
加
、
Ｔ
細
胞

数
が
上
昇
及
び
活
性
化
し
て
、
ガ
ン
発
生
に

大
き
な
予
防
効
果
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
、
ガ
ン
忠
者
の

リ
ン
パ
球
を
体
外
で
人
参
エ
キ
ス
を
加
え
た

も
の
に
培
養
す
る
と
、
そ
の
リ
ン
パ
球
が
活

性
化
さ
れ
、
ガ
ン
細
胞
を
よ
く
殺
傷
す
る
よ

う
に
な
る
こ
と
も
解
明
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
医
薬
免
疫
療
法
に
よ
る
ガ
ン
治
療

中
医
薬
免
疫
療
法
は
手
術
治
療
後
の
回

復
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
の
制
作
用
の

改
善
お
よ
び
人
体
の
免
疫
系
を
は
じ
め
と
す

る
人
体
機
能
回
復
に
好
ま
し
い
治
療
結
果
が

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
先
の
西
洋
医
学
治
療
後
の
最
も
よ
く

行
わ
れ
る
体
力
増
強
、

―‐ｉり作
用
改
善
、
感
染

予
防
の
対
策
に
と
て
も
大
き
な
効
果
が
出
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
臨
床
治
療
効
果
は
、
中
国

だ
け
で
な
く
、
陛
界
各
国
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
共
体
的
に
は
、
補
気
類
中
薬
を
投

ヶ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
化
学
療
法
と
放

サ
イ
ズ
と
し
て
、
ベ
リ
ー
　
ダ
ン
ス
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
冷
え
性
も
便
秘

も
治
る
の
で
お
奨
め
で
す
よ
。

ベ
リ
ー
　
グ
ー
で
す
ね

（笑
）
―
　
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
―
　

で
は
、

お
二
人
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

っ
た
栃
本

市
の
藤
田
暢
彦
先
生
と
黄
子
先
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
お
友
達
の
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
―

‐‐遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ジ
オ

オ
ー
ブ
ン
ー
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
。
次
は
群
馬
県
、
伊
勢
崎
市
の
ダ

ン
ス
ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
茂
呂
先
生

を
紹
介
し
ま
す
。
大
学
時
代
、
競
技
ダ

ン
ス
部
で
同
期
で
、
学
連
で
も

一
緒
で

し
た
。

一突
然
の
お
願
い
も
快
諾
し
て
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ゆ

っ
く
り
話

を
す
る
こ
と
も
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん

が
、
そ
の
う
ち
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

次
号
よ
ろ
し
＜
お
願
い
し
ま
す
』

そ
れ
で
は
、
来
月
号
は
伊
勢
崎
市
か
ら

で
す
。
お
楽
し
み
に
―

射
線
療
法
に
よ
る
骨
髄
造
血
機
能
抑
制
―‐――作

用
の
改
善
に
著
し
い
効
果
が
出
て
い
ま
す
ｃ

よ
く
使
用
さ
れ
る
補
気
業
は
、
人
参
、
西

洋
人
参
、
黄
者

（お
う
ぎ
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
特
に
人
参
の
投
与
は
人
間
骨
髄
Ｃ
Ｆ

Ｕ
‐Ｆ
生
長
を
促
進
し
、
造
血
組
織
に
著
し

く
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。ま

た
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
に
よ
る

体
内
水
分
不
足
の
患
者
に
、
「津
液
」
を
増

や
す

「養
陰
正
津
」
類
中
薬
を
配
合
し
て
使

用
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
最
も
良
く

使
用
さ
れ
る
生
業
は

「石
鮮

（せ
つ
こ
く
と

で
す
。
体
内
の
虚
熱
を
除
去
し
、
体
内
津
液

を
増
や
す
と
と
も
に
、
消
化
系
機
能
増
加
作

用
を
持
ち
ま
す
ｃ

以
Ｌ
の
補
気
療
法
と
養
陰
生
津
に
よ
り
、

手
術
治
療
後
の
――‐―
復
、
放
射
線
療
法
、
化
学

療
法
に
よ
る
骨
髄
造
血
機
能
抑
制

（貧
血
、

自
血
球
減
少
、
血
小
板
減
少
）
、
疲
労
、
発

熱
、
消
化
器
系

（食
欲
低
下
、
吐
き
気
、
嘔

――ｌｉ
）、
脱
毛
、
皮
膚
粘
膜
損
傷
な
ど
の
副
作

用
の
改
善
に
、
満
足
で
き
る
効
果
が
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
中
医
薬
免
疫
療
法
に
よ
る
副

作
用
の
改
善
を
前
提
に
、
放
射
線
療
法
、
化

学
療
法
も
順
調
に
完
成
で
き
る
こ
と
は
ガ
ン

治
療
に
お
い
て
大
変
重
要
な
貢
献
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
放
射
線
療
法
及
び
化
学
療
法
に

よ
る
ガ
ン
治
療
中
に
、
中
医
薬
免
疫
療
法
で

副
作
用
の
改
善
、
特
に
消
化
器
糸
機
能
を
維

持
す
る
こ
と
は
、
患
者
の
回
復
の
重
要
な
要

素
と
な
り
ま
す
。
長
期
的
に
見
れ
ば
、
免
疫

一糸
機
能
の
増
加
の
お
か
げ
で
ガ
ン
制
御
機
能

も
改
善
さ
れ
る
の
で
、
ガ
ン
再
発
予
防
が
で

き
る
と
も
い
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
医
薬
免
疫
増
加
療
法

は
ガ
ン
治
療
に
お
い
て
確
実
に
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
理
論
は
中
国
医
学

の

「補
気
」
（免
疫
系
機
能
増
加
）、
「補
気

養
陰
生
律
」
（副
作
用
改
善
）、
「健
牌
益
気
」

（消
化
機
能
健
令
）
に
あ
る
の
で
す
。

中
高
年
の
た
め
の
体
質
改
善
法
⑮

ガ
ン
.●4
′H

療
に

お
け
る
漢
方

こ
れ
ま
で

「免
疫
が
い
か
に
、
難
病
対
抗

に
人
事
か
」
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
て
き
ま

し
た
。
多
く
の
方
が
、
ガ
ン
に
対
抗
す
る
漢

方
の
免
疫
力
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

ガ
ン
治
療
に
お
け
る
中
医
薬
免
疫
療
法
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
す
。

■
免
疫
療
法
の
背
景

ガ
ン
細
胞
に
特
異
的
な
抗
原
が
存
在
す
る

こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
が
患
者
の
免
疫
に
よ

っ
て
排
除
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

１
９
９
０
年
代
以
降
、
ガ
ン
治
療
に
お
け
る

免
疫
療
法
は
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
、
現
在
は

外
科
療
法
、
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
に
続

き
、
第
四
の
治
療
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

長
期
の
ガ
ン
治
療
に
は
、
中
国
医
学
の
臨

床
応
用
と
し
て
、
卜
に

「扶
正
」
（正
気
＝
免

森
田
喜
代
重

も
り
た
き
よ
え
。
上
海
中
医

薬

大
学

出
身

。
共
同

研
究

「癌
と
免
疫
力
」
。
上
海
中
医
薬

大
学
付
属
龍
奪
病
院
臨
床
。

現
在
、
『漢
方
健
命
堂
』
所
属
。

疫
を
補
い
、
人
体
機
能
増
加
を
図
る
）
と

「除
邪
」
（病
巣
を
取
り
除
く
）
の
治
療
法
が

用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
ｃ
特
に
、
近
年
の
中

医
薬
に
よ
る
免
疫
系
を
は
じ
め
と
す
る
人
体

機
能
増
加
療
法

（扶
正
）
は
理
論
的
、
臨
床

応
用
に
大
き
く
進
展
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ
で
評
価
さ
れ
て
い
る
生
体
応
答
調

整
剤

０
ユ
ｏ
」
８
一
月
の
“
ｏ
房
の
〓
＆
一お
じ

療
法
と
同
じ
考
え
方
で
す
。

Ｂ
Ｒ
Ｍ
療
法
は
１
９
８
０
年
代
、
ア
メ
リ

カ
ロ
立
痛
研
究
所
の
公
員
会
が
定
義
し
た
ガ

ン
治
療
に
お
け
る
免
疫
療
法
の

一
つ
で
す
。

通
常
の
抗
痛
治
療
と
は
基
本
的
に
異
な
る
、

人
体
の
免
疫
系
を
は
じ
め
と
す
る
人
体
機
能

を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
、
治
療
効
果
を
得

よ
う
と
す
る
治
療
法
で
、
中
国
医
学
の

「扶

正
」
療
法
と
同
じ
出
発
点
を
持
ち
、
同
様
に

大
き
な
期
待
を
受
け
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
中
医
学
の
免
疫
力
と
は

人
間
の
免
疫
系
を
は
じ
め
と
す
る
人
体
機

能
は
、
中
国
医
学
理
論
の

「正
気
」
の
概
念

に
あ
た
り
ま
す
。

「
――‥
気
」
に
は
具
体
的
に

「気
」
「血
」
「津

液

（し
ん
え
き
こ

の
３
つ
の
物
質
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
中
国
医
学
で

「正
気
内
存
」

と
は
、
人
間
の
免
疫
系
を
は
じ
め
と
す
る
人

体
機
能
正
常
を
意
味
し
ま
す
。

逆
に

「正
気
不
足
」
は
人
間
の
免
疫
系
を

は
じ
め
と
す
る
人
体
機
能
低
下
を
意
味
し
ま

す
。
「正
気
」
を
強
く
さ
せ
る
こ
と

（扶
正
）

間
に

「
ア

（あ
る
い
は

『と
し
」
を
入

れ
、
そ
れ
が
、
先
ほ
ど
話
さ
れ
た
、
『前

の
小
節
の
最
後
の
ア
ン
ド
　
カ
ウ
ン
ト
」

に
つ
な
が
る
の
で
す
ね
。
女
性
の
観
点

か
ら
注
意
し
た
い
の
は
？

常
に
相
手
を
意
識
す
る
こ
と
で
す
．
相

手
の
顔
が
見
え
て
い
る
と
き
に
、
相
手

を
意
識
す
る
の
は
比
較
的
簡
単
で
す
が
、

ク
リ
ス
　
ク
ロ
ス
　
ボ
タ
フ
ォ
ゴ
の
よ

う
に
男
性
が
背
後
に
く
る
シ
ー
ン
で
も
、

背
中
で
意
識
し
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
う
す
る
た
め
に
、
何
を
す
れ
ば
良
い

で
し
ょ
う
。

当
然
、
意
識
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が

大
切
で
す
が
、
相
手
と
す
れ
違
う
時
間

を
楽
し
む
よ
う
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
踊
り
も
違

っ
て
き
ま
す
。

う
ま
い
―
　
学
生
時
代
、
廊
下
で
片
思

い
の
人
と
す
れ
違
う
感
じ
で
す
ね
―

…

（笑
）

う
ふ
ふ
。
話
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
で

し
よ
う
か
ら
、
い
い
ん
で
す
よ

（笑
）
。

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
あ
、
そ
の
前
に
、
教
子
先
生
が

『全
種
目
が
お
好
き
」
と
い
う
の
は
、
ど

う
い
う
感
じ
な
の
で
す
か
？
　
ち
ょ
っ

と
興
味
が
あ
り
ま
す
。

私
は
リ
ズ
ム
の
変
化
や
楽
器
の
パ
ー
ト

が
交
代
す
る
瞬
間
が
好
き
な
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
ど
ん
な
音
楽
が

一
番
お

好
き
で
す
か
？

い
ろ
い
ろ
な
音
階
や
リ
ズ
ム
が
混
じ
リ

合
う
ア
ラ
ブ
音
楽
も
好
き
で
、
エ
ク
サ
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